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全国から 2 万６千６６２点の応募があった、このコンクールで、本校の４年  

4 組の青木碧海君が、手のひら文庫部門で、第４学年で全国 1 位の最優秀賞を受

賞し、さらに、受賞者全員の中から、低中高一人ずつ選ばれる、全国 1 位の文部

科学大臣賞を受賞いたしました。去る、12 月 7 日に、主催者・協賛者の方々が、

本校に来校してくださり、授与式を行ってくださいました。  

青木君の作品は、作品が十分読みこなされていて、文章の筋が通っており、説

得力があって、かつ感想が素直で、自分の視点でしっかり考えられている素晴ら

しい感想文です。本を読むこと、考えること、表現することの素晴らしさを、感

想文を読ませてもらい改めて感じることができました。  

 

 
 

 

 
 

 

 
【1月行事予定】ちばっ子…ちばっ子学びの未来デザインシート調査（県児童調査）
日  曜  校内行事等  日  曜  校内行事 等  

1 日  元日  17 火  ちばっ子（4年）  

2 月   18 水  ちばっ子（3年）  

3 火   19 木  ちばっ子（予備日）  

４  水   20 金   

５  木   2122 土日   

６  金  始業・朝会 短縮11：45下校 23 月   

７8 土日   24 火   

９  月  成人の日  25 水  委員会  

10 火  水曜日課 給食開始 委員会 26 木   

11 水  火曜日課 書初め（5・6）PTA常任委員会 定例研13：10下校 27 金   

12 木  書初め（3・4年）  2829 土日   

13 金  ちばっ子（6年）  30 月   

1415 土日   31 火   

16 月  ちばっ子（5年）     

「未来」をテーマに「あったらいいな。」を作品にするコンテストで、アイデアを描き、作

品を作り、プレゼンをする中で、「夢を持つこと」「挑戦すること」「創造すること」の楽しさ

を体験できる素晴らしいコンテストです。昨年に続き、本校児童が12月10日（土）の最終

審査に残り、６－４の黒田怜生君が、全国で8,000点を超え

る作品の中から、高学年の部の最優秀賞に輝きました。その

作品は、「話がつたわりマスク」です。審査委員長は茂木健

一郎さん。茂木さんは、そのアイデアと素晴らしい発表に感

銘を受け、ゲスト審査員のまるも亜希子さんらとともに、怜

生君に声をかけてくれました。作品が学校に届いたら、皆さ

んに、改めてご紹介いたします。おめでとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

           4年生 校外学習  

            １・２・３組 12．5 

             野田キッコーマン工場～  

             おせんべい作り体験  

             ４組 11.28         

             大山千枚田祭り寿司作り  

               鋸山（のこぎり山）  

          ＊それぞれ、総合的な学習の時間  

           での学びをより深めることができました。  

        ＊５年生の校外学習は、次回のおたよりで紹介いたします。  

 

令和４年 12 月 22 日 

市川市立八幡小学校 

  校長 石井 辰治  

学校だより ～人と人とをつなぐ～  
【や】 やさしい心をもつ子  

【わ】 わかる・できる・がんばる子  

【た】 たくましくげんきな心と体をつくる子  
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令和 4 年度 第 46 回「てのひら文庫賞」読書感想文 

コンクール 4 年 青木 碧海君 全国 1 位 

 また、自由図書部門で、4 年の堤璃子さんが、佳作賞を

受賞しました。また、八幡小学校に対しては、学校として

多くの児童が参加し、良い作品を書くことができたとし

て、奨励校（学校賞）をいただきました。皆さんの、読む

力、文章を書く力、素晴らしいですね。冬休みも、たくさ

んの本を読んで、多くを学んでください。  
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～冬休みの過ごし方～  

 自分の子供のころの冬休みを振り返ると、クリスマスケーキを食べたり、大掃除を

手伝ったり、お年玉をもらったり、親戚のうちに行ってご挨拶をしたり、家族とトラ

ンプや凧揚げをしたり、大きく平らなお餅を包丁で切ったりと、普段できない過ごし

方の中での深い思い出があります。学校でも、掃除や金融教育、道徳でのあいさつの

大切さ、友達や先生と一緒に遊ぶ時間などの学びがありますが、やはり、家族と過ご

す特別な冬休みの時間は、子供たちにとって大切な思い出の時間になると思います。

子供たちとどんな時間を過ごすかは、それぞれご家庭で異なりますが、できれば子供

たちが、勉強・お手伝い・読書・書初めなどを頑張ることなども含め、ご家族と笑顔

でともに過ごす、有意義で素敵な思い出の時間が子供の心に残りますよう願っており

ます。よいお年を！  


